
（第三種郵便物認可） ２０１６年１０月５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

イ
マ
ド
キ
の
改
憲

自
民
党
草
案
を
考
え
る

明
日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士
の
会

共
同
代
表
・
黒
澤
い
つ
き ４

　

日
本
を
ふ
く
む
近
代
民
主
主
義
国
家
が

共
有
す
る
価
値
観
（
天
賦
人
権
・
民
主
主

義
・
立
憲
主
義
な
ど
）
や
日
本
国
憲
法
の

よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
自
民

党
案
は
憲
法
前
文
で
、「
あ
る
べ
き
日
本

人
像
」
を
羅
列
し
て
い
ま
す
。「
日
本
国

テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
、
２
０
１
２
年

４
月
に
発
表
さ
れ
た
自
民
党
の

「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（
以

下
、
自
民
党
案
）
の
中
身
を
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
像

　

自
民
党
案
13
条
は
、
こ
う
定
め

ま
す
。「
全
て
国
民
は
、
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
」
ど
こ
が
変
わ
っ

た
か
お
分
か
り
で
す
か
？　

そ

う
、「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
」
の
「
個
人
」

が
「
人
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
…
さ
さ
い
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
か
？　

い
え
い
え
、
と
て

つ
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、「
個
性

を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
存

在
」
と
は
、
も
は
や
扱
わ
れ
ず
、

国
家
権
力
が
「
君
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
れ
て

い
る
か
ど
う
か
な
ん
て
、
ど
う
で

も
い
い
ん
だ
」
と
突
き
放
し
て
い

る
の
で
す
。
憲
法
の
テ
ー
マ
が
、

「
個
性
を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
自
分
ら
し
い
人
生

が
歩
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

事
」、
で
は
な
く
、「
人
（
日
本

人
）
と
し
て
生
き
て
い
る
か
ど
う

か
が
大
事
」、
に
す
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
「
人
（
日
本
人
）
と

し
て
生
き
て
い
る
」
と
は
、
ど
の

済
活
動
を
通
じ
て
国
を
成
長
さ
せ

る
」、「
良
き
伝
統
と
我
々
の
国
家

を
末
永
く
子
孫
に
継
承
す
る
」
…

日
本
国
民
は
、
こ
の
よ
う
な
人
で

あ
る
こ
と
が
、
当
然
の
前
提
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
13

条
で
、
国
民
が
「
あ
る
べ
き
日
本

人
」
と
し
て
生
き
て
い
る
か
ど
う

か
、
が
大
事
な
ん
だ
、
と
宣
言
す

る
…
個
性
や
そ
の
人
ら
し
さ
、
な

ど
、
ま
っ
た
く
価
値
の
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
変
革

　

近
代
に
お
け
る
憲
法
の
テ
ー
マ

で
あ
る
は
ず
の
「
個
人
の
尊
重
」

を
、
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
自
民

党
案
は
、
12
条
と
13
条
で
、
基
本

的
人
権
は
「
公
益
及
び
公
の
秩
序

に
反
し
」
な
い
限
り
認
め
ら
れ

る
、
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
前
回

お
話
し
た
と
お
り
、「
国
民
の
生

命
・
人
権
よ
り
も
大
切
な
も
の
は

な
い
」
と
い
う
の
が
近
代
民
主
主

義
国
家
が
共
有
す
る
価
値
観
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、「
人
権
よ
り
大

切
な
も
の
が
あ
る
。
公
益
と
秩
序

だ
」
と
大
変
革
が
起
き
て
い
る
の

で
す
。
公
益
と
公
の
秩
序
に
反
し

て
は
な
ら
な
い
…
で
は
、「
公

益
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
「
秩

序
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？　

あ

ま
り
に
も
曖
昧
な
概
念
で
、
つ
か

み
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
な
に
が
公
益
か
、
な

民
は
、
国
と
郷
土
を
誇
り
と
気
概
を
持
っ

て
自
ら
守
」
る
、「
和
を
尊
」
ぶ
、「
自
由

と
規
律
を
重
ん
じ
」
る
、「
活
力
あ
る
経

に
が
秩
序
か
を
決
め
る
の
は
、（
警
察
）

権
力
で
す
。
次
回
に
続
き
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

「個人の尊重」を真っ向から否定

て
は
負
担
額
が
最
大
で
４
・

５
倍
に
増
加
す
る
大
改
悪
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
と
障
害
者

に
つ
い
て
は
「
重
度
障
が
い

者
医
療
」
と
し
て
再
編
し
、

助
成
対
象
を
見
直
す
。
新
た

に
精
神
障
害
１
級
と
重
度
難

病
者
へ
医
療
費
を
補
助
す
る

一
方
、
現
行
制
度
で
助
成
さ

れ
て
い
た
65
歳
以
上
の
難
病

者
や
結
核
患
者
ら
３
万
６
３

０
０
人
を
対
象
外
と
す
る
。

　

協
会
が
取
り
組
ん
だ
受
診

実
態
調
査
で
は
、
６
割
の
歯

科
医
院
で
経
済
的
理
由
に
よ

る
受
診
中
断
が
起
き
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
５
０

０
円
の
負
担
で
さ
え
困
難
な

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
制

度
改
悪
が
実
施
さ
れ
れ
ば
さ

ら
な
る
受
診
抑
制
を
招
き
、

府
民
の
健
康
悪
化
を
引
き
起

こ
す
こ
と
か
ら
、
協
会
は
一

部
負
担
金
の
無
料
化
と
所
得

制
限
の
撤
廃
を
府
に
訴
え

る
。 

（
つ
づ
く
）

以
降
の
受
診
は
無
料
。
複
数

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
は
自
己
負
担
の
上
限
額
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
１
カ
月

で
２
５
０
０
円
を
超
え
た
分

は
償
還
払
い
と
な
る
。

　

府
の
改
悪
案
で
は
、
５
０

０
円
の
窓
口
負
担
は
据
え
置

く
が
、
３
日
目
以
降
の
受
診

時
に
も
５
０
０
円
の
負
担
を

求
め
、
月
額
上
限
を
４
５
０

０
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
。

こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
調
剤

薬
局
で
も
、
新
た
に
１
日
５

０
０
円
の
自
己
負
担
を
課
す

方
針
。
制
度
利
用
者
に
と
っ

福
祉
医
療
費
助
成

　

大
阪
府
が
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
患
者
負
担
の
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
協
会
は
改
悪
に
反
対

し
、
府
民
が
経
済
的
な
不
安

な
く
受
診
で
き
る
よ
う
「
窓

口
負
担
と
所
得
制
限
の
撤

廃
」
を
府
に
求
め
る
。

　

現
行
の
府
の
制
度
は
、
障

害
者
や
高
齢
者
、
ひ
と
り

親
、
子
ど
も
を
対
象
に
医
療

費
を
補
助
し
て
い
る
。
患
者

の
窓
口
負
担
は
一
医
療
機
関

１
日
５
０
０
円
で
、
３
日
目

2016年2016年

大
阪
府
交
渉
の

大
阪
府
交
渉
の

  

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト　　
２

　

大
門
議
員
は
、
要
請
内
容

は
ど
れ
も
も
っ
と
も
だ
と
賛

同
。
中
で
も
子
ど
も
の
口
腔

崩
壊
に
つ
い
て
、「
保
育
園

の
待
機
児
童
問
題
の
よ
う
に

世
論
の
後
押
し
が
あ
れ
ば
社

会
問
題
に
な
る
。
予
算
委
員

会
の
場
で
財
務
大
臣
や
厚
生

労
働
大
臣
の
見
解
を
質
す
値

打
ち
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
９
月
11

日
、
生
涯
研
修
「
混
合
歯
列

期
に
お
け
る
早
期
矯
正
治
療

の
適
応
条
件
と
実
際
」
を
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
小

森
成
氏
（
日
本
歯
科
大
学
附

属
病
院
矯
正
歯
科
教
授
）
が

講
師
を
務
め
、
１
３
８
人
が

参
加
し
た
。

　

実
際
の
症
例
ス
ラ
イ
ド
を

豊
富
に
使
い
な
が
ら
、
混
合

歯
列
期
か
ら
矯
正
治
療
を
は

じ
め
た
方
が
良
い
適
応
条
件

と
そ
の
具
体
的
対
応
に
つ
い

て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

早
期
矯
正
治
療
の
効
果
的

な
治
療
方
法
と
し
て
限
局
矯

　

社
保
研
究
部
は
、
診
療
報

酬
改
定
後
の
社
保
講
習
会
３

回
連
続
シ
リ
ー
ズ
を
９
月
３

日
、
10
日
、
17
日
に
開
催
し

た
。「
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
２
０
１
６
年
４
月
版
」
を

テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
第
１
章

か
ら
９
章
を
解
説
し
た
。
い

ず
れ
も
社
保
研
究
部
員
が
講

師
を
務
め
、
合
計
２
２
６
人

が
参
加
し
た
。

　

今
次
改
定
で
導
入
さ
れ
た

医
管
（
Ⅱ
）
や
変
更
の
あ
っ

た
Ｆ
局
、
訪
問
診
療
料
１
を

中
心
に
解
説
し
た
。

　

医
管
（
Ⅱ
）
は
、
電
子
請

求
に
と
も
な
い
日
付
情
報
か

ら
、
対
象
の
処
置
な
ど
が
な

い
場
合
、
返
戻
さ
れ
る
と
注

意
喚
起
し
た
。

　

訪
問
診
療
料
１
で
は
、
同

一
患
家
で
２
人
以
上
診
療
し

た
時
の
算
定
方
法
を
丁
寧
に

解
説
し
た
。

　

解
説
後
、
会
場
か
ら
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
た
。
今
後

も
疑
義
解
釈
な
ど
最
新
情
報

を
随
時
提
供
す
る
。

正
（
Ｌ
Ｏ
Ｔ
）
を
解
説
。
Ｌ

Ｏ
Ｔ
は
咬
合
を
維
持
し
て
対

象
の
歯
だ
け
を
動
か
す
こ
と

を
そ
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
、
永

久
歯
列
期
に
お
け
る
咬
合
異

常
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｔ
に
よ
る
治
療
成
功

の
鍵
は
、
①
現
実
的
な
治
療

目
標
の
設
定
②
ス
ペ
ー
ス
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
③
固
定
源

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
④
力
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
⑤
歯
の
動

き
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
⑥
不
測

の
事
態
へ
の
対
応
で
あ
る
と

し
た
。

　

特
に
治
療
目
標
の
設
定
で

は
、
治
療
費
・
治
療
期
間
・

咬
合
・
審
美
等
の
様
々
な
事

情
を
考
慮
し
、
患
者
に
明
示

す
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し

た
。

　

固
定
源
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
で
は
必
要
以
上
に
固
定
源

を
確
保
し
、
自
由
度
の
高
い

確
実
な
固
定
源
を
設
計
す
る

施
術
と
し
て
、
矯
正
装
置
を

付
け
る
際
の
位
置
の
精
度
や

適
合
性
の
向
上
、
さ
ら
に
接

着
強
さ
の
向
上
を
可
能
に
す

るKommonBase

を
推
奨
し

た
。

議
員
（
共
産
）
が
９
月
10

日
、
懇
談
に
応
じ
た
。

　

懇
談
で
は
協
会
の
小
澤
力

理
事
長
が
、
▽
受
診
す
る
た

び
に
１
０
０
〜
５
０
０
円
を

窓
口
負
担
に
上
乗
せ
し
な
い

こ
と
▽
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
を
２
倍
に
し
な
い
こ
と
▽

70
歳
以
上
の
患
者
負
担
限
度

額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
▽

湿
布
薬
、
う
が
い
薬
、
痛
み

止
め
、
漢
方
薬
な
ど
を
公
的

保
険
か
ら
外
さ
な
い
こ
と
▽

入
院
時
の
居
住
費
の
徴
収
を

拡
大
し
な
い
こ
と
▽
窓
口
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
│
│
の

各
項
目
に
つ
い
て
、
協
会
が

行
っ
た
学
校
歯
科
治
療
調
査

や
受
診
実
態
調
査
を
紹
介
し

な
が
ら
訴
え
た
。

者
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
を
求
め

て
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

当
選
し
た
地
元
議
員
６
人
に

懇
談
を
要
請
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
、
大
門
実
紀
史
参
院

　

参
議
院
選
挙
後
、「
高
額

療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
」
を
皮
切
り
に
患

者
負
担
増
計
画
の
具
体
化
が

動
き
出
す
中
で
、
協
会
は
患

ど
う
見
る
か
、
痛
み
止
め
を

保
険
か
ら
外
す
と
い
う
考
え

は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
、
自

費
診
療
が
拡
大
す
る
と
歯
科

は
潤
う
の
か
、
歯
科
訪
問
診

療
で
は
ど
う
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
と
、
旺
盛

に
質
問
。
協
会
は
税
・
社
会

保
障
一
体
改
革
に
お
け
る
医

療
費
削
減
の
手
段
と
し
て
診

ま
た
、
診
療
報
酬
な
ど
個
別

課
題
で
は
厚
生
労
働
委
員
と

の
日
常
的
な
連
携
が
大
事
な

の
で
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
堀

内
照
文
衆
議
院
議
員
に
橋
渡

し
を
し
た
い
と
語
っ
た
。

　

「
歯
科
問
題
で
膝
を
交
え

て
話
を
す
る
の
は
初
め
て
」

と
断
っ
た
上
で
大
門
議
員

は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

療
報
酬
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

懇
談
に
は
大
門
議
員
に
加

え
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
立

候
補
し
た
同
党
の
渡
部
ゆ
い

氏
ら
４
人
が
同
席
、
協
会
は

小
澤
理
事
長
の
他
に
、
下
井

戸
、
辻
本
、
冨
本
、
三
井
各

副
理
事
長
、
江
原
理
事
、
志

岐
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。

懇談する大門氏（左から２人目）。学校歯科調査は
「大臣の見解を質す値打ちがある」と語った＝９月
10日、保険医会館　　　　　　　　　　　　　　

共
産
・
大
門
参
院
議
員
と
懇
談

９
月
度
生
涯
研
修
講
座社

保
研
究
部

協
会
要
望
に
賛
同
を
表
明

早
期
矯
正
の
適
応
条
件
を
解
説

２
０
１
６
改
定
テ
キ
ス
ト
学
ぶ

患
者
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
な
ど
で

日
本
歯
科
大
学
病
院
・
小
森
氏
が
講
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大阪府が検討している窓口負担増
現行制度 見直し案

一医療機関での窓口負担 １日500円 維持
一調剤薬局での窓口負担 無料 １日500円
一医療機関受診時の
月額上限 1000円 撤廃

複数医療機関受診時の
月額上限 2500円 4500円程度に

引き上げ


